
 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
３
年
元
旦 

新
春
を
会
員
皆
様
方
と
と
も
に
迎
え
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

森
商
工
会
議
所
の
各
種
事
業
や
業
務
各
般
に
亘
り
、
深
い
ご

理
解
の
下
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
、
当
会
議
所
の
役
職
員
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
令
和
元
年
12
月
、
中
国
武
漢
市
を
発

症
地
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
、
我
が
国
を
含
め
、

世
界
各
国
に
拡
散
し
、
一
部
の
国
で
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
き
て

お
り
ま
す
。 

歴
史
か
ら
観
て
、
１
９
１
８
年
に
流
行
し
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
通
称
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
は
、
当
時
「
疫
病
」
と
も
云
え
る
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。
１
０
０
年
経
過
し
た
現
代
社
会
で
は
、
誰
も
が
、
予

防
薬
な
ど
か
ら
短
期
間
で
収
束
す
る
と
、
近
代
医
学
の
進
化
を

信
じ
期
待
い
た
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
「
ま
さ
か
の
坂
」
に
突

入
し
、
米
国
の
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
」
、
「
モ
デ
ル
ナ
」
の
ワ
ク
チ
ン
の
製
造

に
成
功
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
安
心
・
安
全
等
の
保
証
も

な
い
こ
と
か
ら
、
収
束
の
目
途
に
は
時
間
を
要
す
状
況
で
あ
り
ま

す
。 ま

た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
１
年
延
期
、
英
国
離
脱
の

ユ
ー
ロ
圏
の
諸
問
題
、
習
近
平
氏
の
モ
ラ
ル
な
き
人
権
無
視
と
海

洋
進
出
等
の
謀
略
、
一
方
、
米
国
の
大
統
領
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
か

ら
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
へ
交
代
、
我
が
国
で
も
、
安
倍
政
権
か
ら

菅
政
権
へ
の
交
代
、
世
界
の
勢
力
図
も
不
透
明
と
な
り
、
全
世
界

が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
対
峙
す
る
た
め
、
深
刻
な
後
退
局
面
と
な

り
、
勢
力
争
い
か
ら
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 
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ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
１
年
延
期
、
英
国
離
脱

の
ユ
ー
ロ
圏
の
諸
問
題
、
習
近
平
氏
の
モ
ラ
ル
な
き
人
権
無
視

と
海
洋
進
出
等
の
謀
略
、
一
方
、
米
国
の
大
統
領
は
、
ト
ラ
ン

プ
氏
か
ら
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
へ
交
代
、
我
が
国
で
も
、
安
倍

政
権
か
ら
菅
政
権
へ
の
交
代
、
世
界
の
勢
力
図
も
不
透
明
と

な
り
、
全
世
界
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
対
峙
す
る
た
め
、
深
刻
な

後
退
局
面
と
な
り
、
勢
力
争
い
か
ら
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
世
界
全
体
が
、
渡
航
禁
止
措
置

ま
た
は
自
粛
に
よ
る
移
動
制
限
に
加
え
、
感
染
防
止
の
た
め

の
マ
ス
ク
や
消
毒
薬
等
が
調
達
困
難
と
な
る
事
象
も
経
験
、

飲
食
業
の
時
間
短
縮
や
休
業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
未
然
防
止
策
を
演
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

特
に
、
北
海
道
は
、
昨
年
２
月
28
日
、
政
府
の
支
援
に
よ

り
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
、
持
続
化
給
付
金
の
支
給
や
中

小
零
細
企
業
の
資
金
繰
り
の
円
滑
化
や
事
業
の
継
続
性
の
た

め
、
無
担
保
、
無
保
証
、
３
年
間
の
無
利
息
、
５
年
間
の
返
済

元
金
据
置
き
、
弁
済
期
間
10
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
支
援
資

金
を
創
設
し
、
日
本
政
府
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
処
す
る
た
め
、

国
家
的
危
機
管
理
と
捉
え
、
地
方
自
治
体
、
金
融
機
関
や
各

商
工
会
議
所
、
全
国
民
の
総
力
を
結
集
さ
せ
て
お
り
ま
す

が
、
感
染
拡
大
の
縮
減
の
効
果
も
な
く
、
さ
ら
に
、
東
京
都
を

軸
と
し
て
、
緊
急
事
態
宣
言
を
発
布
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。 し

か
し
、
当
地
区
内
の
経
済
状
況
は
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
、
消
費
動
向
の
低
迷
、
そ
し
て
、
漁
業
で
は
、
水
揚

量
・
高
の
激
減
、
農
業
で
も
、
物
流
や
後
継
者
問
題
な
ど
、
経

済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
創
立
以
来
の
厳
し
い
経
済
状
況

と
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
や
国
内
旅
行
、
地
区
外
移
動
の
自
粛
要
請
の
要

因
か
ら
、
宿
泊
業
、
観
光
業
、
飲
食
業
、
そ
の
他
関
連
業
種
に

お
い
て
、
売
上
高
の
激
減
、
収
益
の
圧
迫
、
雇
用
（
一
昨
年
は

人
手
不
足
、
現
在
は
人
員
過
剰
へ
様
変
わ
り
）
問
題
も
社
会

現
象
と
な
り
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
現
象
や

経
済
状
況
は
、
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

森
商
工
会
議
所
は
、
創
立
以
来
７
０
周
年
記
念
と
い
う
節

目
で
あ
り
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
激
甚
災
害
に
対
峙

す
る
た
め
、
中
小
企
業
診
断
士
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
、
企

業
診
断
を
、
当
会
員
企
業
の
過
去
に
な
い
事
業
と
し
て
総
会

に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
北
海
道
知
事 
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量
・
高
の
激
減
、
農
業
で
も
、
物
流
や
後
継
者
問
題
な
ど
、
経
済

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
創
立
以
来
の
厳
し
い
経
済
状
況
と
な

り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
や
国
内
旅
行
、
地
区
外
移
動
の
自
粛
要
請
の
要
因
か

ら
、
宿
泊
業
、
観
光
業
、
飲
食
業
、
そ
の
他
関
連
業
種
に
お
い

て
、
売
上
高
の
激
減
、
収
益
の
圧
迫
、
雇
用
（
一
昨
年
は
人
手
不

足
、
現
在
は
人
員
過
剰
へ
様
変
わ
り
）
問
題
も
社
会
現
象
と
な

り
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
現
象
や
経
済
状
況

は
、
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

森
商
工
会
議
所
は
、
創
立
以
来
70
周
年
記
念
と
い
う
節
目

で
あ
り
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
激
甚
災
害
に
対
峙
す

る
た
め
、
中
小
企
業
診
断
士
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
、
企
業
診

断
を
、
当
会
員
企
業
の
過
去
に
な
い
事
業
と
し
て
総
会
に
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
が
、
北
海
道
知
事
の
要
請
等
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ

禍
と
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
森
町
か
ら
補
助
金
許
可
も
活

用
不
可
と
な
り
、
こ
の
事
業
は
、
頓
挫
い
た
し
ま
し
た
。 

そ
の
こ
と
は
、
当
会
議
所
は
、
会
員
企
業
様
向
け
の
通
常
業

務
、
特
に
、
各
種
情
報
提
供
や
事
務
手
続
き
、
相
談
業
務
、
経

営
指
導
な
ど
役
割
を
果
せ
ず
、
職
員
の
人
命
尊
重
を
優
先
し
、

渉
外
業
務
の
自
粛
を
判
断
い
た
し
、
会
員
様
に
対
し
、
多
大
な

ご
迷
惑
に
陳
謝
し
つ
つ
も
、
特
段
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。 令

和
３
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
未
然
防
止
を
最
優
先
課
題

と
し
て
、
「今
だ
か
ら
こ
そ
、
今
で
き
る
こ
と
」を
役
職
員
並
び
に

議
員
様
の
知
恵
と
努
力
と
勇
気
を
結
集
し
、
森
商
工
会
議
所

会
員
の
た
め
、
森
町
の
経
済
活
性
化
に
よ
り
、
外
貨
獲
得
、
人

口
減
少
の
歯
止
め
、
若
い
労
働
力
の
確
保
な
ど
、
賑
わ
い
の
あ
る

街
づ
く
り
の
た
め
、
必
要
と
さ
れ
る
森
商
工
会
議
所
、
そ
し
て
、

森
町
が
持
続
的
発
展
す
べ
く
、
下
記
の
事
業
に
挑
戦
い
た
し
た

く
、
誠
心
誠
意
の
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
の
一
端
を
述
べ
、
年

頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

２
０
２
１
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
１
月
に
わ
が
国
で
初
め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、
早
く
も
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
今
な
お
必
死
に
経
営
努
力
を
続
け

て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
わ
れ
わ

れ
全
国
５
１
５
の
商
工
会
議
所
は
、
今
年
も
一
丸
と
な
っ
て
事
業

者
の
皆
さ
ま
と
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

さ
て
、
わ
が
国
経
済
全
体
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た

昨
年
４-

６
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
を
超
え
る
戦
後

最
大
の
落
ち
込
み
を
記
録
し
た
後
、
７-

９
月
期
に
は
持
ち
直
し
の

動
き
へ
と
転
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
秋
以
降
に
再
び
感
染
が
拡
大

す
る
中
、
そ
の
後
の
回
復
に
向
け
た
足
取
り
は
依
然
と
し
て
重
い

ま
ま
で
す
。 

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
、
政
府
・民
間
を
含
め
た
国
全
体
と

し
て
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
、
過
度
な
大
都
市
集
中
の
リ
ス
ク
と
適

切
な
地
方
分
散
化
の
必
要
性
、
危
機
下
に
お
け
る
医
療
提
供
体

制
の
あ
り
方
、
中
央
と
地
方
の
権
限
分
担
の
あ
り
方
な
ど
、
日
本

の
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
何
よ
り
も

「
強
く
豊
か
な
国
で
な
け
れ
ば
国
民
を
守
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に

皆
が
気
付
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
激
甚
化
す
る
自
然
災

害
、
新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
地
政
学
上
の
混
乱
等
は
今
後
も
起
こ

り
得
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
が
そ
の
よ
う
な
不
確
実
性
の
中
を

生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、
不
確
実
性
を
吸
収
で
き
る
バ
ッ
フ
ァ

と
し
て
の
「戦
略
的
ゆ
と
り
」が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
の
菅
政
権
発
足
以
降
、
私
は
政
府
に
対
し
て
こ
の
「戦
略 

皆
が
気
付
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
激
甚
化
す
る
自

然
災
害
、
新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
地
政
学
上
の
混
乱
等
は

今
後
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
が
そ
の
よ
う
な

不
確
実
性
の
中
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、
不
確
実
性

を
吸
収
で
き
る
バ
ッ
フ
ァ
と
し
て
の
「
戦
略
的
ゆ
と
り
」
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
の
菅
政
権
発
足
以
降
、
私
は
政
府
に
対
し
て
こ
の

「戦
略
的
ゆ
と
り
」を
持
つ
必
要
性
、
ま
た
そ
の
た
め
に
も
経

済
成
長
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
き
ま
し

た
。
経
済
成
長
は
労
働
投
入×

資
本
投
入×

全
要
素
生
産

性
で
定
義
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
深
刻
な
人
手
不
足
の
中

で
、
女
性
や
高
齢
者
な
ど
労
働
参
加
が
大
い
に
進
み
ま
し

た
。
し
か
し
さ
ら
な
る
労
働
参
加
率
の
向
上
に
は
限
界
が

あ
り
、
将
来
不
安
に
よ
り
消
費
が
伸
び
悩
む
中
で
は
国
内

で
の
新
た
な
設
備
投
資
に
よ
る
資
本
蓄
積
も
多
く
は
望
め

ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
の
た
め
に
は
、
残
る

「生
産
性
の
向
上
」が
必
須
な
の
で
す
。 

一
国
の
生
産
性
は
「
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
で
表
さ
れ
ま

す
が
、
日
本
は
２
０
１
８
年
時
点
で
世
界
第
31
位
に
甘
ん
じ

て
い
ま
す
。
「
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
は
国
民
一
人
当
た
り
の

豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
効
率
的
に
働
き
得
ら
れ
た
余
暇
を

人
と
の
繋
が
り
に
充
て
る
こ
と
で
、
幸
福
度
を
向
上
さ
せ
る

指
標
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
私
は
こ
れ
を
日
本
の
新
た
な
国

家
目
標
に
据
え
、
そ
の
引
き
上
げ
の
た
め
に
皆
で
知
恵
を
絞

り
、
汗
を
か
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

日
本
全
体
の
生
産
性
向
上
の
た
め
に
、
商
工
会
議
所
は
、

以
下
の
３
点
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
第
一
は
、
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
応
支
援
で
す
。
環
境
変
化
に
対
し
て
、
柔
軟
に
素

早
く
対
応
で
き
る
こ
と
が
中
小
企
業
経
営
者
の
強
み
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
を
契
機
と
し
て
新
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
業

態
転
換
、
Ｅ
Ｃ
等
も
活
用
し
た
国
内
外
へ
の
販
路
開
拓
な
ど

に
積
極
果
敢
に
挑
戦
す
る
経
営
者
を
、
し
っ
か
り
と
後
押
し

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
二
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
た
生
産
性
向
上
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
初
め
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
体
験
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
有
用
性
に
気
付
い
た
経
営
者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
今
後
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

中
で
、
民
間
企
業
側
も
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
身
の
丈
に
合
っ
た
、
低
コ
ス
ト
で
利
用
可
能

な
Ｉ
Ｔ
導
入
か
ら
始
め
、
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
な

ど
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
等
の
支
援
策
も
フ
ル
活
用
し
、
中
小

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

第
三
は
、
取
引
適
正
化
で
す
。
大
企
業
と
中
小
企
業
が

強
固
に
結
び
付
い
た
日
本
経
済
の
強
さ
は
、
大
中
小
の
石
が

組
み
合
わ
さ
っ
て
風
雪
に
耐
え
る
「
石
垣
」
に
例
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
石
垣
も
修
復
、
再
構
築
す
る
時

期
に
来
て
い
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
り
効
率
性
を
高
め
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
付
加
価
値
を
フ

ェ
ア
に
分
け
合
い
取
引
価
格
の
適
正
化
を
図
る
「
大
企
業
と

中
小
企
業
の
新
た
な
共
存
共
栄
関
係
」
の
構
築
が
必
要
で

す
。
商
工
会
議
所
は
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
企
業
に
よ
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
宣
言
企
業
が
１
，
０
０

０
社
を
超
え
る
よ
う
、
積
極
的
に
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

－２－ 

～
逆
境
の
と
き
こ
そ
、
力
を
尽
く
す
～ 

 

記 
 

 

１ 
 

商
品
プ
レ
ミ
ア
ム
券
、
建
設
プ
レ
ミ
ア
ム
券
に
よ
る
内

需
拡
大
（
森
町
へ
事
業
申
請
） 

２ 
 

幼
児
保
育
事
業
に
よ
り
、
若
い
労
働
力
確
保
に
貢
献 

３ 
 

森
町
飲
食
店
組
合
を
設
立
し
、
飲
食
業
の
活
性
化
（
モ

リ
ツ
キ
ー
）
に
寄
与 

４ 
 

会
員
様
向
け
、
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経
営
改
善

指
導
の
実
施 

５ 
 

森
観
光
協
会
事
務
局
の
引
受
に
関
し
、
組
織
改
革
（任 

意
団
体
か
ら
一
般
社
団
法
人
化
）
に
て
、
各
種
収
益
事 

業
へ
の
挑
戦
と
森
町
企
業
と
の
連
携
強
化 

① 

森
町
物
産
品
に
よ
る
外
貨
獲
得
の
催
事
参
加
（
み

な
ほ
っ
の
杜
と
の
連
携
） 

② 

森
町
道
の
駅
の
物
産
品
の
販
売
な
ど
活
性
化
に
寄

与 

③ 

森
町
道
の
駅
に
て
、
食
堂
事
業
等
へ
の
挑
戦 

④ 

森
町
物
産
品
の
高
付
加
価
値
へ
の
研
究
開
発 

⑤ 

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦
と
情
報
受
発
信
に
よ
る

活
性
化
に
寄
与 

⑥ 

森
町
物
産
協
会
と
の
統
合 

６ 
 

森
商
店
会
の
持
続
的
発
展
へ
の
支
援
活
動
に
協
力
す
る 

７  

森
商
工
会
議
所
70
周
年
記
念
式
典
等
を
１
年
程
度
延

期
と
す
る 

８ 
 

森
町
さ
わ
ら
商
工
会
と
の
連
携
強
化 

９ 
 

森
町
経
済
活
性
化
協
議
会
設
立
に
よ
る
一
体
化 

10 

森
商
工
会
議
所
の
組
織
改
革
（
森
観
光
協
会
の
運
営

等
）を
行
う 

以
上 



最
後
に
、
近
代
日
本
資
本
主
義
の
父
で
あ
り
、
東
京
商
工

会
議
所
初
代
会
頭
の
渋
沢
栄
一
翁
は
、
関
東
大
震
災
の
混

乱
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
「
逆
境
の
と
き
こ
そ
、
力
を
尽
く
す
」

自
ら
の
信
念
に
よ
っ
て
、
晩
年
に
あ
っ
て
な
お
、
わ
が
国
を
立

て
直
す
べ
く
精
力
的
に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。
渋
沢
翁
の
意
志

を
受
け
継
ぎ
、
今
年
も
日
本
商
工
会
議
所
は
全
国
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
最
大
限
活
用
し
、
中
小
企
業
と
地
域
の
発
展
、
日

本
経
済
の
再
生
に
向
け
て
、
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

私
の
年
頭
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

 

北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会 

会 

頭 

岩

田

圭

剛 

年

頭

所

感 
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態
転
換
、
Ｅ
Ｃ
等
も
活
用
し
た
国
内
外
へ
の
販
路
開
拓
な
ど

に
積
極
果
敢
に
挑
戦
す
る
経
営
者
を
、
し
っ
か
り
と
後
押

し
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
二
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
た
生
産
性
向
上
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
初
め
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
体
験
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
有
用
性
に
気
付
い
た
経
営
者
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
今
後
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

中
で
、
民
間
企
業
側
も
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
身
の
丈
に
合
っ
た
、
低
コ
ス
ト
で
利
用
可

能
な
Ｉ
Ｔ
導
入
か
ら
始
め
、
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

な
ど
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
等
の
支
援
策
も
フ
ル
活
用
し
、
中

小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

第
三
は
、
取
引
適
正
化
で
す
。
大
企
業
と
中
小
企
業
が

強
固
に
結
び
付
い
た
日
本
経
済
の
強
さ
は
、
大
中
小
の
石

が
組
み
合
わ
さ
っ
て
風
雪
に
耐
え
る
「
石
垣
」
に
例
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
石
垣
も
修
復
、
再
構
築
す
る

時
期
に
来
て
い
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
効
率
性
を
高
め
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
付
加
価
値

を
フ
ェ
ア
に
分
け
合
い
取
引
価
格
の
適
正
化
を
図
る
「
大
企

業
と
中
小
企
業
の
新
た
な
共
存
共
栄
関
係
」
の
構
築
が
必

要
で
す
。
商
工
会
議
所
は
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
企
業
に

よ
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
宣
言
企
業
が
１
，

０
０
０
社
を
超
え
る
よ
う
、
積
極
的
に
後
押
し
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

加
え
て
、
本
年
い
よ
い
よ
開
催
が
見
込
ま
れ
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
復
興
五
輪
で
あ
る
と
同

時
に
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
、
国
民
運
動
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
近
代
日
本
資
本
主
義
の
父
で
あ
り
、
東
京
商

工
会
議
所
初
代
会
頭
の
渋
沢
栄
一
翁
は
、
関
東
大
震
災
の

混
乱
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
「
逆
境
の
と
き
こ
そ
、
力
を
尽
く

す
」
自
ら
の
信
念
に
よ
っ
て
、
晩
年
に
あ
っ
て
な
お
、
わ
が
国

を
立
て
直
す
べ
く
精
力
的
に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。
渋
沢
翁

の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
今
年
も
日
本
商
工
会
議
所
は
全
国

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
活
用
し
、
中
小
企
業
と
地
域
の

発
展
、
日
本
経
済
の
再
生
に
向
け
て
、
先
頭
に
立
っ
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
私
の
年
頭
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

以 

上 

令
和
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
道
商
連
の
事
業

活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
晒
さ

れ
、
わ
が
国
で
は
「
緊
急
事
態
宣
言
」
と
い
う
人
為
的
に
社

会
経
済
活
動
を
止
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
第
１
波
に
は
じ

ま
り
、
冬
季
の
第
３
波
ま
で
そ
の
対
応
に
明
け
暮
れ
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。 

特
に
、
感
染
拡
大
が
他
地
域
よ
り
も
１
ヶ
月
早
く
始
ま

っ
た
北
海
道
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
産
業
や
飲
食
・

サ
ー
ビ
ス
業
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、
そ
の
影
響
は
地
域

を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
拡
が
り
を
見
せ
、
需
要
は
喪

失
し
、
企
業
存
続
の
淵
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
波
以
降
、
本
道
経
済
は
緩
や
か
な
が
ら
も
回
復
基

調
を
辿
り
ま
し
た
が
、
か
き
入
れ
時
を
控
え
た
初
冬
の
第

３
波
に
よ
っ
て
、
再
び
経
済
活
動
の
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
深
刻
の
度
合
い
は
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
国
・
道
等
に
お
い
て
は
、
医
療
体
制
の
整
備
や

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
無
利
子
融
資
、
持

続
化
給
付
金
、
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
、
過
去
最
大
の
支

援
策
が
実
行
さ
れ
、
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、
経
営
相
談

窓
口
の
設
置
や
飲
食
店
応
援
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
、
余
剰
在

庫
の
解
消
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
需
要
喚
起
事

業
等
を
実
施
し
、
売
上
げ
減
少
に
苦
慮
す
る
企
業
へ
の
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。 

 

～新入会員紹介～ 
（敬称略） 

＊ 第一生命保険㈱ 

森営業オフィス 

新しく入会いただきました。 

ありがとうございます。 



窓
口
の
設
置
や
飲
食
店
応
援
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
、
余
剰
在
庫

の
解
消
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
需
要
喚
起
事
業
等

を
実
施
し
、
売
上
げ
減
少
に
苦
慮
す
る
企
業
へ
の
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。 

我
々
は
こ
う
し
た
未
曾
有
の
状
況
に
立
ち
す
く
む
こ
と
な

く
、
危
機
感
を
共
有
し
、
知
恵
を
絞
り
、
力
を
合
わ
せ
て
、

地
域
再
生
の
歩
み
を
確
実
に
前
進
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
は
、
次
の
観
点
か
ら
事

業
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
抑
え
、

社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
の
も
と
、
本
道
経
済
を
し
っ
か
り

と
し
た
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

国
や
道
に
対
し
、
検
査
・
医
療
提
供
体
制
の
一
層
の
整

備
・
強
化
、
一
日
も
早
い
ワ
ク
チ
ン
の
実
用
化
と
い
っ
た
社
会

経
済
活
動
の
基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
構
築
の
実
現
は
も
と
よ

り
、
長
期
化
を
想
定
し
た
万
全
な
資
金
繰
り
支
援
や
給
付

金
・
助
成
金
制
度
、
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
よ
る
需
要

喚
起
策
な
ど
地
域
の
雇
用
と
事
業
を
守
る
追
加
支
援
策
の

拡
充
を
要
望
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

併
せ
て
、
こ
れ
ら
支
援
策
が
地
域
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡

る
よ
う
、
企
業
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
引
き
続
き
展

開
す
る
と
と
も
に
、
「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
等
感
染
防
止
策

の
徹
底
や
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
「
デ
リ
バ
リ
ー
」
と
い
っ
た
新
た
な

事
業
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
事
業
継
続
に
懸
命
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
企
業
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

次
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
課
題
へ
の
対
応
と

将
来
に
向
け
た
体
質
強
化
へ
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
「
３
密
回
避
」
や

「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
新
た
な
生
活
様
式
、
働
き
方
の
変

革
を
迫
る
と
同
時
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
や
東
京
一
極
集

中
と
い
っ
た
都
市
の
脆
弱
性
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。 

政
府
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
を
創
設
し
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

止
ま
ら
ず
、
商
取
引
は
も
と
よ
り
医
療
や
教
育
な
ど
幅
広
い

分
野
で
、
国
を
挙
げ
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

 

革
を
迫
る
と
同
時
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
や
東
京
一
極
集
中
と

い
っ
た
都
市
の
脆
弱
性
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。 

政
府
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
を
創
設
し
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
止

ま
ら
ず
、
商
取
引
は
も
と
よ
り
医
療
や
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野

で
、
国
を
挙
げ
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 ま

た
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正
、
国
民
の
生
活
様
式
・
働
き
方

の
変
化
は
、
特
に
北
海
道
の
将
来
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
北
海
道
の
人
口
動
態
は
流
出
超
過
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
４
月
か
ら
は
転
入
超
過
が
続
き
、
「都
市
か
ら
地
方
」

へ
の
流
れ
に
変
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
ま
し
た
。 

北
海
道
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
安
心
・安
全
で
豊
か

な
暮
ら
し
と
「時
間
と
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
」新
し
い
仕
事
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
得
る
、
魅
力
あ
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。 

「
地
方
分
散
型
社
会
」
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
地
方
創
生
の
実

現
を
図
る
た
め
に
も
、
商
工
会
議
所
自
ら
も
国
の
流
れ
に
遅
れ
を

と
る
こ
と
な
く
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

加
え
て
、
本
年
は
、
初
夏
に
北
海
道
・
北
東
北
縄
文
遺
跡
群
の

世
界
遺
産
登
録
、
７
月
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
、
９
月
に
は
体
験
型
観
光
の
世
界
会
議
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
・
ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
・
サ
ミ
ッ
ト
」
が
ア
ジ
ア
初
の
開
催
地
と

し
て
北
海
道
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
の
魅
力
・ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
国
内
外
に
情
報
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
に
致
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

そ
し
て
、
２
０
３
０
年
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い

く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

２
０
３
０
年
に
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌
開
業
や
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘
致
実
現
、
都
心
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
な
ど
が
控
え
て
お
り
ま
す
。 
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こ
の
間
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
時
代
に
即
し
た
ま
ち
づ
く

り
、
各
地
と
の
ア
ク
セ
ス
改
善
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
等
最
新
技
術
の
実
装
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
、
シ
ー

ム
レ
ス
な
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
を
進
め
、
各
地

域
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ま
た
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
企
業
行
動
を
推
進
し
、
企
業
の
価
値
向

上
・競
争
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

以
上
、
新
年
に
当
た
っ
て
、
私
の
所
感
の
一
端
を
申
し
述
べ

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
観
点
を
基
本
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
社
会
経
済
活
動
が
刻
々
と
変
貌
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
柔

軟
か
つ
適
切
に
事
業
を
展
開
し
て
参
る
所
存
で
す
。 

北
海
道
経
済
の
持
続
的
な
発
展
は
、
地
域
の
先
導
役
で
あ

る
我
々
商
工
会
議
所
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
知

恵
を
絞
り
、
実
行
力
を
発
揮
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

時
で
す
。 

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
、
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
、
平
常
な
社
会
を
取
り
戻
し
、
ま
た
、
皆
様
に
と
っ

て
実
り
多
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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き
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賀
の
ご
あ
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つ
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会費納入のお願い 
令和２年度 第４期分 

１月は、当商工会議所の会費納入月となっております。会費の

納入はお手数ですが、お振込または事務所までご持参下さいます

ようお願い申し上げます。 

なお、会費の納入は自動口座引き落としが便利ですので、是非

ご利用ください。自動口座引き落としのお手続きは、会議所総務

課までご連絡ください。（TEL 2-2432） 

 
 

納入期限 
 

２月５日（金） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆森商工会議所・中小企業相談所では確定申告期間中、税務相談をお受け致します。 

 決算や申告に関することについて、お気軽にご相談下さい。申告期間中は、大変 

混み合いますので、お電話等で事前に日時のご予約 をお願い致します。 

令和２年分の税務相談は 

◎令和２年分の帳簿、領収書等 ◎生命保険料、地震保険料の控除証明書 

◎国民健康保険料の支払額がわかるものと国民年金の証明書 

◎医療費等控除を受けたいものの書類  

◎営業のほか、年金、給与、不動産等の収入のある方は、その源泉徴収票、支払明細書等  

◎印鑑 ◎申告書提出時にはマイナンバーカード又は通知カード・本人確認書類の写しが必要。 

  ※労働者を一人でも雇用していれば労働保険に加入する必要があります※ 
                                （農林水産の一部の事業を除く） 

   労働保険は「労災保険」と「雇用保険」の総称で、働く人が労働災害（業務・通勤）や失業等の 

不測の事故に遭われたとき、必要な保険給付が受けられる労働福祉制度です。 

●委託できる事務の範囲 

 労働保険事務組合が処理できる労働保険事務の範囲は、おおむね 

次のとおりです。 

①概算保険料、確定保険料などの申告および納付に関する事務 

②保険関係成立届、雇用保険の事業所設置届の提出等に関する事務 

③労災保険の特別加入の申請等に関する事務 

④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務 

⑤その他労働保険についての申請、届出、報告に関する事務 

※当会議所の会員事業所

が対象です。 

詳しくは、相談課まで

ご連絡下さい。 

 

ＴＥＬ：２－２４３２ 
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